
大熱戦！
６月は各学校の運動会が開催されました。
幌呂小学校・幌呂中学校の合同運動会、下幌呂小学校・下幌呂自治会の
合同運動会は当日の天候が悪く、学校体育館での開催となりましたが、
随所に子どもたちのハッスルプレーが見られ、大変盛り上がりました。
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～鶴居村の環境を守る計画をつくります～

　鶴居村では、今ある地域の自然や地球環境を守り、次の世代へ引き継いでいくための

取り組みについて、基本的な考え方や方向を示す「環境基本計画」をつくることとなり

ました。

～環境基本計画とは～　　　　　　　　
　国では平成６年に初めてつくられ、現在「第３次環境基本計画」

をもとに取り組まれています。（北海道は現在「第２次計画」）

　環境に与えるダメージ（負荷）を軽減することが地球規模で重要

な課題となっている中、住民の生活に最も近い立場にいる市町村でも、

ごみ処理や緑・水辺の保全、交通、産業活動など幅広い分野で、その地

域に合った取り組みを進めることが求められています。鶴居村としてど

のように環境との共生を考え、住民や事業所、行政がどのように取り組

んでいくかを示すのが、この計画です。

アンケートにみなさんのご意見をお寄せください

計画を検討するにあたって、住民のみなさんから環境に関するお考えやご意向、ご意見

を頂くアンケートを実施します。この広報に２部同封しますので、是非ご協力ください。

今後、計画を一緒に検討する委員を募集します

アンケートの結果をもとにつくった、「環境基本計画」の素案を、一緒に検討し、最終

的な計画をつくりあげる「審議会」の委員を募集します。募集の詳細については、次回

の広報でお知らせしますので、こちらにも是非ご参加を検討ください。

（お問合せ先：役場総務課 ☎64-2111）

～計画をつくるまでの流れ～

鶴居村環境基本計画策定のためにアンケートを実施します !
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地域に作られた学校応援団
と考えてください。
学校の力と地域の力が合わ
さってより大きな教育力と
なります。
その力が効果的な学校支援
となり、地域の活性化にも
なるように取り組まれる事
業です。

地域父母の皆さん、
下幌呂安全パトロ
ール隊の皆さん、
交通指導員の方々
によるボランティア

小野睦雄さん、田中正男さん、中田
璋さんによる３日間のボランティア

食生活改善推進

協議会の皆さん

による低中高学

年ごとの三日間

のボランティア

父
母
、
自
治
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

鶴居市街自治会女性部の皆さ
んによるボランティア

佐々木建設さん、
鶴居建設さん、
東星渡部建設さ
んによるボラン
ティア

○地域の子どもたちに何かし
てあげられることはないか。

○こんなことなら私たちにも
出来る。

○子どもたちにこんな事を教
えてあげたい。

○これからも多くの方々のボ
ランティアの協力をお願い
致します。

☆学校支援について、ご意見や
ご質問のある方は実行委員会
事務局へご連絡下さい。

＜事務局連絡先＞
鶴居村学校支援

地域本部実行委員会

鶴居村教育委員会内
鶴居東5-3

ＴＥＬ 64-2050

各小中学校グランド整地

各小学校交通安全指導

鶴居中学校樹木剪定

幌呂小学校親子食育教室

鶴居小学校コスモス種まき
各小中学校環境整備作業

鶴居村学校支援地域本部実行委員会の活動について
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去
る
５
月
10
日
、
釧
路
市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
「
第
63
回
愛
鳥
週
間
全
国
野
鳥
保
護
の

つ
ど
い
」
に
お
い
て
、
中
雪
裡
の
久
保
田
豊
市
さ
ん

が
、
長
年
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
の
功
績
に
よ
り
、
日

本
鳥
類
保
護
連
盟
会
長
褒
状
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
褒
状
伝
達
式
が
役
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

久
保
田
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
10
月
か
ら
タ
ン
チ
ョ

ウ
給
餌
人
と
し
て
北
海
道
よ
り
委
嘱
を
受
け
、
現
在

に
至
る
ま
で
25
年
以
上
に
わ
た
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

保
護
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
年
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
活
動
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
る

　
　

久
保
田
豊
市
さ
ん(

中
雪
裡
）
が
日
本
鳥
類
保
護
連
盟

　
　

会
長
褒
状
を
受
賞

６
／
４

５
／
28

花
を
活
用
し
た
美
し
い
村
づ
く
り
の
た
め
に

　
　

「
花
づ
く
り
実
技
講
習
会
」
が
行
わ
れ
る

　

つ
る
い
村
花
と
み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
主

催
の
「
花
づ
く
り
実
技
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
受
講
者
が
花
づ
く
り
や
土
づ
く
り
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

　

講
師
は
、
自
ら
も
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
実
践
し
、
英

国
王
立
園
芸
協
会
公
認
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
マ

ス
タ
ー
や
北
海
道
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
の
資
格
を
持

つ
下
雪
裡
の
濵
野
秀
代
さ
ん
で
、
「
花
づ
く
り
は
土
づ

く
り
か
ら
」
を
基
本
に
、
鉢
植
え
な
ど
の
実
技
指
導

を
受
講
者
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
事
業

で
は
、
先
進
地
視
察
や
講
演
会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

会長褒状を手に喜びの久保田さん

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
へ
の
植
栽
実
技

　
　

な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す

次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
村
の
財
産
づ
く
り

　
　

中
学
生
も
参
加
し
て
鶴
居
村
植
樹
祭
が
行
わ
れ
る

　

村
民
の
森
に
お
い
て
今
年
度
の
植
樹
祭
が
行

わ
れ
、
村
内
外
の
関
係
者
や
鶴
居
、
幌
呂
両
中

学
校
の
３
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
村
の
財
産
と

し
て
、
植
樹
さ
れ
た
木
々
が
元
気
に
育
っ
て
欲

し
い
と
の
気
持
ち
を
込
め
、
額
に
汗
を
し
な
が

ら
一
生
懸
命
植
樹
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
６
月
に
苫
小
牧
市
で
開
催

さ
れ
た
全
国
植
樹
祭
に
お
い
て
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
が
お
手
播
き
さ
れ
た
種
子
か
ら
育
て
ら
れ

た
苗
（
御
手
間
木
）
が
村
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
日
野
浦
村
長
と
松
井
議
長
に
よ
っ
て
役

場
前
庭
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

大
き
く
育
つ
よ
う
、
念
入
り
に
土

を
か
け
て
植
樹
を
行
い
ま
し
た　

先
人
た
ち
の
苦
労
を
し
の
び
、更
な
る
飛
躍
へ
！

　
　

生
乳
生
産
６
万
ト
ン
達
成
記
念
講
演
会
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こ
の
ほ
ど
、
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
生
乳

生
産
６
万
ト
ン
達
成
記
念
講
演
会
」が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
酪
農
家
や
関
係
者
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

本
村
の
生
乳
生
産
は
、
昭
和
57
年
度
に
３
万

ト
ン
を
達
成
し
、
平
成
20
年
度
ま
で
の
26
年
間

で
生
産
が
倍
増
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合

会
酪
農
畜
産
事
業
本
部
長
の
板
東
寛
之
氏
を
迎

え
、
今
後
に
お
け
る
酪
農
の
展
望
な
ど
に
つ
い

て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

や
そ
れ
ら
へ
の
対
応
な
ど
、
真
剣
に
講
演
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

酪農を取り巻く環境と今後の展望
について講演を行う板東本部長　
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６
／
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見
事
な
乳
牛
や
馬
が
勢
ぞ
ろ
い

　
　

第
43
回
鶴
居
村
家
畜
共
進
会
が
行
わ
れ
る

６
／
６
鶴
居
運
動
広
場
の
新
た
な
目
玉
施
設
が
完
成
！

　

「
わ
く
わ
く
！
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
バ
ザ
ー
ル
」が
開
催
さ
れ
る

　

43
回
目
を
迎
え
た
鶴
居
村
家
畜
共
進
会
が
開
催

さ
れ
、
酪
農
家
や
馬
産
家
の
皆
さ
ん
が
手
塩
に
か
け

て
育
て
た
乳
牛
42
頭
、馬
10
頭
が
出
陳
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し

た
が
、
乳
牛
の
部
で
は
11
の
部
門
で
審
査
が
行

わ
れ
、
茂
雪
裡
の
清
和
農
場
が
出
陳
し
た
「
ハ
ッ

ピ
ー
コ
ム
リ
ー
ダ
ン
デ
ィ
ー
」
が
経
産
牛
の
部
最

高
位
の
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
、
併
せ
て

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
２
冠
を
達
成
。
清

和
農
場
が
７
連
覇
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
未
経
産
牛
の
部
最
高
位
の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
、
支
幌
呂
の
植
田
紘
史
さ
ん
が

出
陳
し
た
「
ア
ワ
ー
プ
ラ
イ
ド
ド
レ
ー
ク
シ
ト

ロ
ン
」
が
輝
き
ま
し
た
。

　

馬
の
部
で
は
、
新
幌
呂
の
斎
藤
実
稔
さ
ん
が

出
陳
し
た
「
奈
津
貴
」
が
最
高
位
に
輝
き
ま
し
た
。

６
／
７

　

こ
の
ほ
ど
、
鶴
居
運
動
広
場
内
に
直
売
所
が
完
成
し
、

オ
ー
プ
ン
初
日
と
な
っ
た
６
月
６
日
に
は
、
村
内
外
か

ら
の
来
場
者
に
よ
っ
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
直
売
所
は
、
昨
年
度
、
村
と
観
光
協
会
が
共
催

で
行
っ
た
「
わ
く
わ
く
！
む
ら
び
と
バ
ザ
ー
ル
」
の
際
、

こ
の
場
所
に
多
く
の
村
営
業
関
係
者
が
出
店
し
、
多
数

の
来
場
者
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
今
後
の
村
の
観

光
振
興
に
結
び
つ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

来
場
者
は
、
多
種
多
様
な
販
売
品
の
品
定
め
を
行
い
、

大
変
楽
し
そ
う
な
様
子
で
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
直
売
所
は
毎
週
土
日
、
祝
日
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

売る側も買う側も楽しそうです

最高位・準最高位を獲得した乳牛が一堂に

「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
学
生
バ
ー
ド
ソ
ン
２
０
０
９
」に

　
　

「
タ
ン
チ
ョ
ウ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」が
初
参
加

　

全
国
的
な
自
然
保
護
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
学

生
バ
ー
ド
ソ
ン
２
０
０
９
」
に
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
と
も

に
歩
む
村
づ
く
り
を
目
指
し
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
タ

ン
チ
ョ
ウ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」（
音
成
邦
仁
代
表
）
が
初

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
３
人
以
上
の
チ
ー
ム
で
12
時
間
バ
ー

ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
し
、
確
認
で
き
た
野
鳥
の
種
類
と

チ
ー
ム
が
集
め
た
募
金
者
数
、
募
金
額
を
競
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
全
国
で
43
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

全
国
各
地
で
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
村
内
で
57
種
類

を
確
認
し
、
社
会
人
部
門
で
は
全
国
第
２
位
と
な
り

ま
し
た
。

シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
輝
い
た
清
和
農
場
出
陳
の
「
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ム

リ
ー
ダ
ン
デ
ィ
ー
」

出
陳
さ
れ
た
馬
は
ど
れ
も
堂
々
と
し
た
体
格
で
す

林道で野鳥を探すメンバーたち



　

こ
の
ほ
ど
村
は
、
災
害
対
策
に
向
け
た
官
民
協

働
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
北
海
道
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
と
の
間
で
、
災
害

時
に
お
け
る
飲
料
水
の
確
保
と
平
常
時
の
地
域
防

災
力
強
化
の
た
め
の「
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
」

を
設
置
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
、日
野
浦
村
長
と
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
の
林
隆
雄
釧
路
事
業
所
長

に
よ
る
協
定
書
の
手
交
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

役
場
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
設
置

さ
れ
た
自
動
販
売
機
は
、
搭
載
す
る
電
光
掲
示
板
を

通
じ
て
、
地
域
情
報
や
防
災
情
報
の
配
信
、
災
害
時

に
は
飲
料
水
の
無
料
提
供
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
防

災
力
強
化
が
期
待
で
き
る
設
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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応
援
に
も
熱
が
入
り
ま
し
た

　

幌
呂
小
・
中
合
同
運
動
会
、
下
幌
呂
小
・
自
治
会

　

合
同
運
動
会
が
開
催

　

６
月
14
日
、
幌
呂
小
学
校
・
中
学
校
の
合
同
運

動
会
と
下
幌
呂
小
学
校
・
自
治
会
の
合
同
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
会
前
の
数
日
間
、
悪
天
候
が
続
き
、
グ
ラ

ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
、
両
会
場
と
も
に

学
校
体
育
館
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
父
母
や
関
係
者
の
応
援
も
相
ま
っ
て
各
会
場

で
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
（
６
月
20

日
に
延
期
に
な
っ
た
鶴
居
小
学
校
の
運
動
会
は
次

号
で
ご
紹
介
し
ま
す
）

網をくぐって、さあ次へ！
（幌呂小・中）

玉入れは難しいです
（幌呂小・中）

下幌呂小学校の伝統種目
（下幌呂小・自治会）

地域のちびっ子たちも疾走しました
（下幌呂小・自治会）

応援合戦（幌呂小・中）

６
／
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長
年
の
消
防
団
活
動
に
敬
意
を
表
し

　

鶴
居
消
防
団
連
合
後
援
会
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
る

　

先
に
東
京
都
に
お
い
て
、
消
防
庁
長
官
表
彰
功

労
章
を
受
章
し
た
鶴
居
消
防
団
の
櫻
橋
敏
夫
団
長

に
対
し
、
鶴
居
消
防
団
連
合
後
援
会
か
ら
そ
の
功

績
を
讃
え
、
受
章
記
念
品
の
贈
呈
式
が
鶴
居
消
防

署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
じ
く
、
日
本
消
防
協
会
長
勤
続
章
30
年
を
受

章
し
た
第
１
分
団
の
小
野
寺
正
幸
分
団
長
と
同
分

団
の
高
橋
直
孝
団
員
に
も
、
第
１
分
団
後
援
会
か

ら
受
章
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
る
６
月
５
日
に
は
、
留
萌
市
で
開
催

さ
れ
た
第
61
回
北
海
道
消
防
大
会
に
お
い
て
、
鶴

居
消
防
団
が
優
良
消
防
団
に
贈
ら
れ
る「
表
彰
旗
」

を
受
章
す
る
な
ど
、
全
道
で
も
鶴
居
消
防
団
の
日

６
／
16

「災害対応型自動販売機」設置の協定書を
取り交わす日野浦村長と林事業所長

災
害
に
備
え
た
官
民
の
協
働
事
業
が
始
ま
る

　

村
と
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
が
協
定
を
締
結

ご
ろ
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、

消
防
団
活
動
の
更
な
る
躍
進
が
期
待
さ
れ

ま
す
。



役場代表（総務課）
TEL ６４－２１１１
FAX ６４－２５７７
振興課・・・64-2112
住民課・・・64-2113
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出納室・・・64-2116
農業委員会・64-2114
鶴居診療所・64-2122
教育委員会・64-2050

       (FAX 64-2900)

７　平成 21 年７月号

７月の行事予定
1 日（水）

　　鶴居老人クラブ健康相談
　　　　 9：30～　鶴居老人寿の家
　　上幌呂老人クラブ健康相談
　　　　10：00～　上幌呂コミセン
　　下幌呂老人クラブ健康相談
　　　　10：30～　下幌呂老人寿の家

2 日（木）
　　健康づくり推進委員会
　　　　13：30～　役場２階会議室
11 日（土）
　　幌呂保育園運動会
　　　　 9：30～　幌呂保育園
　　鶴居消防署新庁舎落成記念式典
　　　　10：30～　鶴居消防署
14 日（火）
　　子育て支援事業「あそびのひろば」
　　　　10：00～　ふるさと情報館
15 日（水）
　　幌呂老人クラブ健康相談
　　　　 9：30～　幌呂老人寿の家
　　下雪裡老人クラブ健康相談
　　　　13：00～　下雪裡コミセン
　　ＢＣＧ、３種混合、麻しん・風しん、２種混
　　合予防接種
　　　　15：00～　鶴居診療所
16 日（木）
　　『おひさま』親の会
　　　　10：00～　役場２階和室　
17 日（金）
　　寿大学・大学院７月講座
　　　　10：00～　総合センター
24 日（金）
　　各小中学校終業式
　　　　10：00～　各小中学校
25 日（土）
　　鶴育協夏の集い
　　　　 9：00～（開会式）

ファミリースポーツセンター
29 日（水）
　　子宮がん・乳がん検診
　　　　10：30～　釧路がん検診センター
31 日（金）
　　つるい納涼まつり
　　　　18：00～　総合センター前庭

鶴
居
村
教
育
資
金
利
子
補
給
事
業
に

つ
い
て

　

村
で
は
、
今
年
度
か
ら
進
学
時
の
借
入

資
金
に
対
す
る
利
子
補
給
事
業
を
始
め
ま

し
た
。

　

応
募
資
格
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
応
募
資
格

　

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
、
被
扶
養
者
の
進
学
時
（
高
校

以
上
）
に
お
い
て
、
引
き
続
き
１
年
以
上

居
住
し
て
い
る
住
民
登
録
者
で
す
。

◎
対
象
と
な
る
教
育
資
金

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
釧
路
丹
頂
農
業

協
同
組
合
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生

支
援
機
構
の
い
ず
れ
か
の
機
関
か
ら
借
り

受
け
た
教
育
資
金
で
、
学
生
１
人
当
た
り

２
０
０
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

鶴
居
村
地
域
住
宅
計
画
に
つ
い
て

　

地
域
に
お
け
る
住
宅
政
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
支
援
制
度
と
し
て「
地

域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸

住
宅
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
制
定
に
よ

り
、「
地
域
住
宅
交
付
金
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、
国
が
策
定
し
た
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
同
法
に
基
づ
く
地
域
住
宅

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
村
で
は
、

平
成
17
年
８
月
に
平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度

ま
で
の
５
年
間
に
村
が
実
施
す
る
事
業
を
位

置
付
け
た
「
鶴
居
村
地
域
住
宅
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。（
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
中
で
す
。
ま
た
、
計
画
書
に
つ
い
て
は
建

設
課
窓
口
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。）

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
建
設
課
建
築
係

　

☎
64
―

２
１
１
５

　

対
象
資
金
の
内
容
は
、
受
験
費
用
、
入

学
金
、
在
学
期
間
中
の
授
業
料
で
す
。（
但

し
、
休
学
や
留
年
等
の
期
間
の
費
用
は
除

き
ま
す
）

◎
利
子
補
給
の
内
容

　

学
生
１
人
当
た
り
２
０
０
万
円
ま
で
の

教
育
資
金
に
係
る
利
子
に
つ
い
て
、
借
入

利
率
が
年
利
３
．
０
％
ま
で
を
対
象
と
し

て
、
最
高
７
年
間
を
限
度
と
し
て
利
子
補

給
を
行
い
ま
す
。

◎
お
申
し
込
み
期
限

　

平
成
21
年
７
月
31
日
（
金
）

◎
お
申
し
込
み
方
法

　

教
育
委
員
会
で
配
布
す
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
関
係
書
類
を
添
付
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
管
理
課
総
務
係

　

☎
64
―

２
０
５
０

経
済
セ
ン
サ
ス
へ
の
ご
協
力
を
！

　

７
月
１
日
、
平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス

―
基
礎
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
区

町
村
が
こ
れ
か
ら
の
地
域
開
発
や
都
市
計

画
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の

で
、調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
振
興
課
企
画
係

　

☎
64
―

２
１
１
２　

平成２１年度鶴居村の予算
（解説版）を作成しました！

　村の予算概要については、

例年、広報つるいにてお知

らせしていますが、紙面の

都合もあり、主な事業の名

称や事業費のお知らせにと

どまっているのが現状です。

　そこで、今年度は村の予

算内容を総合計画の分野別

に編集し直し、事業予算別に構成した「鶴居

村の予算（解説版）」を発行し、村内各戸に

配布致しましたので、ぜひご活用ください。

　　内容等についてのお問合せは、

　　振興課財政係（☎64－2112）まで



平成 21 年７月号　８

全
道
一
斉
「
法
務
局
な
ん

で
も
相
談
所
」
開
設
に
つ

い
て

　

釧
路
地
方
法
務
局
で
は
、
登
記

･

供
託･

戸
籍･

人
権
擁
護
事

務
な
ど
、
皆
様
に
身
近
で
重
要
な

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
法
務
局
の
業
務
に
関
す

る
皆
様
の
疑
問
の
ほ
か
、
い
じ
め

や
児
童
虐
待
、
高
齢
者
に
対
す
る

介
護
者
の
虐
待
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
と
い
っ
た
人
権
侵
害
に
関
す

る
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど
を

お
聴
き
し
、
お
答
え
す
る
た
め
、

全
道
一
斉
「
法
務
局
な
ん
で
も
相

談
所
」
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
第
１
回
目
の
相
談
所
を

次
の
通
り
開
設
致
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
相
談
下
さ
い
。

【
会
場
】

　

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
日
時
】

平
成
21
年
７
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

但
し
、
受
付
時
間
は
午
前
９ 

時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま

で
（
相
談
は
無
料
。
予
約
は
不

要
で
す
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
地
方
法
務
局　
　

　

☎
31
―

５
０
０
０

年
金
相
談
の
受
付
時
間
変

更
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
６
月
か
ら
社
会
保
険

事
務
所
等
に
お
け
る
平
日
の
年
金

相
談
の
受
付
時
間
が
次
の
通
り
と

な
り
ま
し
た
。

◎
社
会
保
険
事
務
所
窓
口
に
お
け

る
年
金
相
談

　

月
曜
日
（
受
付
時
間
延
長
日
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
、
そ

の
翌
日
が
受
付
時
間
延
長
日
と
な

り
ま
す
）

　

火
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分◎ 

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』
に
よ

る
年
金
相
談

☎
０
５
７
０
―

０
５
１
―

１
６
５

◎
『
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
』
に
よ
る
年
金
相
談

☎
０
５
７
０
―

０
５
８
―

５
５
５

　

両
ダ
イ
ヤ
ル
と
も
に
、
全
国
ど

こ
か
ら
で
も
市
内
通
話
料
金
で
ご

利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
携
帯
電
話

も
利
用
可
能
で
す
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を

ご
利
用
の
場
合
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
は
、
０
３
―

６
７
０
０
―

１

１
６
５
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
は
、
０
３
―

６
７
０
０

―

１
１
４
４
で
す
。

森
林
管
理
署
か
ら
の
お
願
い

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
国
有

林
を
訪
れ
る
方
も
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

国
有
林
内
で
、
安
全
に
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
内
容
に
つ
い
て
ご
留
意

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴
　
動
植
物
の
保
護
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

⑵
　
樹
木
を
損
傷
し
た
り
、
林
産

物
を
窃
取
し
た
場
合
は
、
法
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

⑶
　
保
安
林
内
で
は
、
樹
木
の
損

傷
、
下
草
の
採
取
等
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

⑷
　
歩
道
、
広
場
等
の
区
域
外
へ

の
立
ち
入
り
は
お
控
え
く
だ
さ

い
。

⑸
　
立
入
制
限
の
表
示
が
あ
る
区

域
に
は
、
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

⑹
　
休
息
な
ど
で
、
立
ち
止
ま
る

場
合
に
は
、
落
下
す
る
枝
が
な
い

か
、落
石
の
危
険
が
な
い
か
な
ど
、

安
全
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を
十
分

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⑺
　
登
山
は
、
自
己
責
任
が
原
則

で
す
。
天
候
や
登
山
情
報
を
確
認

し
、
十
分
な
装
備
で
登
山
計
画
を

家
庭
、
登
山
地
域
の
都
道
府
県
警

察
本
部
地
域
課･

警
察
署
等
に
提

出
の
上
、
入
山
し
て
く
だ
さ
い
。

⑻
　
悪
天
候
の
と
き
は
、
入
林
を

所
得
税
の
予
定
納
税
（
第

１
期
分
）
の
納
税
を
お
忘

れ
な
く
！

　

所
得
税
の
予
定
納
税
の
納
期
は

平
成
21
年
７
月
１
日
か
ら
31
日
ま

で
で
す
。（
但
し
、
土･

日･

祝

日
は
、
金
融
機
関
及
び
税
務
署
の

窓
口
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

　

予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
所

得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算

し
た
予
定
納
税
基
準
額
が
15
万
円

以
上
で
あ
る
場
合
に
、
原
則
そ
の

３
分
の
１
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７

月
（
第
１
期
分
）
と
11
月
（
第
２

期
分
）
に
納
め
て
い
た
だ
く
制
度

で
す
。

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、

６
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
「
予
定

納
税
額
の
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
こ
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ

た
第
１
期
分
の
金
額
が
納
税
す
る

額
で
す
。

　

廃
業
や
業
況
不
振
、
災
害
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
予
定
納
税
の
減

額
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、平
成
21
年
7
月
15
日
（
水
）

ま
で
に
、
税
務
署
に
申
請
く
だ
さ

い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
税
務
署

　

☎
31
―

５
１
０
０

お
控
え
く
だ
さ
い
。

⑼
　
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

⑽
　
タ
バ
コ
な
ど
の
火
の
始
末
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

根
釧
西
部
森
林
管
理
署

　

☎
41
―

７
１
２
６

北
海
道
小
児
救
急
電
話
相

談
事
業
に
つ
い
て

　

北
海
道
で
は
、
毎
週
月
曜
日
か

ら
土
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
午
後

11
時
ま
で
、
小
児
救
急
電
話
相
談

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。（
祝

日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

　

夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急
な

病
気
や
け
が
、
あ
る
い
は
誤
飲
等

の
事
故
な
ど
の
際
に
、
専
任
の
看

護
師
や
小
児
科
医
師
が
保
護
者
等

か
ら
の
相
談
に
対
し
、
電
話
に
よ

り
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☎
０
１
１
―

２
３
２
―

１
５
９
９

（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
及

び
携
帯
電
話
か
ら
は
短
縮
ダ
イ
ヤ

ル
「
♯
８
０
０
０
番
」
も
利
用
で

き
ま
す
）

自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
３
・
４
月
採
用
の「
自

衛
官
」
の
募
集
が
平
成
22
年
８
月

１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

併
せ
て
「
各
種
学
生
」
の
募
集
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も
実
施
し
ま
す
。

◎
２
等
陸
海
空
士
（
男
子
） 

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

　

試
験
日　

平
成
21
年
９
月
16
日

◎
２
等
陸
海
空
士
（
女
子
）

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

 
 

試
験
日　

平
成
21
年
９
月
28
日

◎
一
般
曹
候
補
生（
男
子
･
女
子
） 

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

　

試
験
日　

平
成
21
年
９
月
19
日

◎
航
空
学
生

　

高
卒（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

　

試
験
日　

平
成
21
年
９
月
23
日

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
総
務
課

　

☎
64
―

２
１
１
１

　

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

　

釧
路
出
張
所

　

☎
22
―

１
０
５
３

不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間

に
つ
い
て

　

７
月
は
「
不
正
軽
油
防
止
強
化

月
間
」
で
す
。

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
取
税

を
脱
税
す
る
た
め
に
軽
油
に
灯
油

や
重
油
を
混
和
す
る
な
ど
し
た
燃

料
油
を
い
い
ま
す
。

　

不
正
軽
油
の
話
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
と
き
は
、「
不
正
軽
油

ス
ト
ッ
プ
１
１
０
番
」
フ
リ
ー
ア

ク
セ
ス
０
８
０
０
ー
８
０
０
２
ー

１
１
０
で
、
情
報
の
提
供
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
支
庁
課
税
課
間
税
係

　

☎
43
―

９
１
６
５

ミ
ン
ク
の
目
撃
情
報
を
集

め
て
い
ま
す
！

　

釧
路
国
際
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
セ

ン
タ
ー
（
技
術
委
員
会
）
で
は
、

現
在
、
釧
路
湿
原
、
阿
寒
湖
、
厚

岸
湖
、
別
寒
辺
牛
湿
原
、
霧
多
布

湿
原
周
辺
の
野
生
化
ミ
ン
ク
の
生

息
状
況
を
調
査
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
で
ミ
ン
ク
を
見

か
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

　

釧
路
国
際
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
セ

　

ン
タ
ー

　

☎
31
―

４
５
９
４

季
節
労
働
者
資
格
取
得
支

援
事
業
に
つ
い
て

　

釧
路
地
域
通
年
雇
用
促
進
支
援

協
議
会
で
は
、
季
節
労
働
者
の
皆

さ
ん
の
資
格
（
建
設
・
土
木
等
）

取
得
に
係
る
経
費
の
一
部
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
相
談
下
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
地
域
通
年
雇
用
促
進
支
援

　

協
議
会

　

☎
25
―

１
１
５
５

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
に
つ
い
て

　

財
団
法
人
日
本
遺
族
会
で
は
、

平
成
３
年
度
か
ら
国
の
委
託
並
び

に
補
助
を
受
け
、「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
等

を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺
児
を

対
象
と
し
て
、
父
等
が
戦
没
さ
れ

た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民

と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

参
加
費
用
は
、
賛
助
金
と
し
て

一
律
10
万
円
（
沖
縄
は
5
万
円
）

で
す
。

　

本
年
度
は
、
下
記
の
16
地
域
に

つ
い
て
実
施
予
定
で
す
。

　

①
旧
満
州
②
旧
ソ
連
③
西
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
④
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑤
中
国
⑥
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑦

ボ
ル
ネ
オ
･
マ
レ
ー
半
島
⑧
ト

ラ
ッ
ク
諸
島
⑨
パ
ラ
オ
諸
島
⑩
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
⑪
フ
ィ
リ
ピ
ン
⑫

ミ
ャ
ン
マ
ー
⑬
沖
縄
⑭
台
湾
･
バ

シ
ー
海
峡
⑮
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
⑯

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

【
お
問
合
せ
先
】

　

財
団
法
人
日
本
遺
族
会
福
祉
事

　

業
部
事
業
課
事
業
係

　

☎
０
３
ー
３
２
６
１
ー
５
５
２
１

北
海
道
職
業
能
力
開
発
大
学

校
学
生
募
集
等
に
つ
い
て

　

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
で
は
、
平
成
22
年
度
の
北

海
道
職
業
能
力
開
発
大
学
校
の
学

生
募
集
要
項
を
作
成
し
、
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

当
大
学
校
は
、
工
科
系
の
省
庁

大
学
校
で
あ
り
、
専
門
課
程
（
２ 

年
制
）
で
は
「
高
度
な
技
能･

技

術
を
兼
ね
備
え
た
実
践
技
術
者
」

を
、
ま
た
、
専
門
課
程
修
了
者
等

を
対
象
と
し
た
応
用
課
程
（
２ 

年
制
）
に
お
い
て
「
将
来
の
生
産

技
術･

生
産
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
」

を
育
成
し
て
お
り
、
両
課
程
の
就

職
率
は
毎
年
ほ
ぼ
１
０
０
％
を
達

成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、８
月
29
日
（
土
）
に
は
、

第
２
回
目
の
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
２
０
０
９
」
が
行
わ
れ
、
入

試
要
領
・
教
育
概
要
の
説
明
、
体

験
学
習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。（
申

込
締
切
日
は
８
月
24
日
で
す
）

　

募
集
要
項
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
関
す
る
お
問
合
せ
先
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
職
業
能
力
開
発
大
学
校

　

学
務
課
入
試
係

　

小
樽
市
銭
函
３
丁
目
１
９
０
番

　

地

　

☎
０
１
３
４
―

62
―

３
５
５
２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免

除
基
準
に
つ
い
て

　

昨
年
10
月
１
日
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が
次
の

通
り
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
該
当
と
な
る
場
合
や
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
全
額
免
除

　

「
身
体
障
害
者
」「
知
的
障
害
者
」

「
精
神
障
害
者
」
が
世
帯
構
成
員

で
あ
り
、
世
帯
全
員
が
村
民
税
非

課
税
の
場
合

　

（
従
来
の
「
身
体
障
害
者
」「
重

度
の
知
的
障
害
者
」
か
ら
対
象
を

拡
大
し
、生
活
状
態
の
条
件
を「
村

民
税
非
課
税
」
に
統
一
し
て
い
ま

す
）　

◎
半
額
免
除

　

「
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
」
ま
た

は
「
重
度
の
障
害
者
（
身
体
障
害

者
、知
的
障
害
者
、精
神
障
害
者
）」

が
世
帯
主
の
場
合

　

（
従
来
の
「
重
度
の
し
体
不
自

由
者
」
か
ら
対
象
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
視
覚
・
聴
覚
障
害

者
の
免
除
基
準
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
）

【
お
問
合
せ
先
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

☎
０
１
２
０
ー
１
５
１
５
１
５

役
場
住
民
課
福
祉
係

☎
64
―

２
１
１
３
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　健診・がん検診

　４月の健診期間４日間で、健診を受けられた方が

439名、胃がん検診390名、肺がん検診420名、大

腸がん検診358名、前立腺がん検診107名と今年度

も多くの方たちに受診していただきました。全ての

がん検診と特定健診（鶴居村国保）で受診者数が昨

年度より増えていました。来年度も健診及びがん検

診をぜひ受けて、ご自分の体調管理に役立ててくだ

さい。

健診結果から---------------------------------------------------------------------------------

○ 男性 の受診者202名のうち、腹囲が基準値85㎝以上の人は全体の６割、BMI＊1が肥満の基準値25以上

の人が３割いました。

○ 女性 の受診者237名のうち、腹囲が基準値90cm以上の人は全体の４分の１、BMI＊1が肥満の基準値25

以上の人が２割いました。

〔＊1）	BMI：肥満や痩せを調べる検査です。腹囲が基準値内でもBMIが25以上であれば内臓脂肪型肥満のおそれがあります。〕	 BMI＝体重(kg)÷身長(m)÷身長（m）、基準値18.5以上25未満

○40～74歳の特定健診受診者では、男性の２人に１人、女性の４人に１人がメタボリックシンドローム＊2

の該当者もしくは予備群でした。昨年度は、男性の２人に１人、女性の３人に１人がメタボリックシン

ドロームと判定されていました。

　昨年と今年の健診結果を比較すると女性のメタボリックシンドロームが改善されています。

〔＊2）	メタボリックシンドローム：腹囲が男性85cm以上、女性90cm以上で、かつ高血圧や高血糖、脂質異常症のうち〕	 ２つ以上を合わせもった状態をメタボリックシンドロームといいます。
---------------------------------------------------------------------------------------------

　健診結果報告会

　今年度から健診（生活習慣病予防健診、特定健診、75

歳以上健診）を受けた方に対して、健診結果報告会を行い

ました。

　報告会では、その日にお返しした健診結果を見ながら、

メタボリックシンドロームについての話やメタボに着目し

た健診結果の見方、65歳以上の生活機能評価判定書の見

方等を保健師から説明しました。参加された皆さんは、と

ても集中されて真剣に聞いている様子でした。説明の後に

は、個人的に保健師にご自身の健診結果について、質問されていた方もいらっしゃいました。

　来年度も実施いたしますので、ご近所、ご親戚、ご友人をお誘い合わせの上、ぜひ健診結果報告会にい

らしてください。

～平成21年度 健診・がん検診及び健診結果報告会を終えて～
　　　鶴居村の健診・がん検診の受診状況や

健診結果報告会の様子をお伝えします。　　　

日程 5/27（水）5/28（木）5/29（金）

会場 幌呂 鶴居

開始時間 ①午前の部：10：00 ～
②午後の部：13：00 ～

参加者数 51 名 80 名 35 名

３日間で166名の方に来ていただきま
した。（健診受診者の約４割の方です！）

来年もまたお待ちしています♪

【健診結果報告会　H21.5.28】

【健診結果報告会　H21.5.28】

【健診の問診風景（鶴居会場）H21.4.21】
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鶴居村ふるさと情報館

みなくる図書室だより

高野優の吾輩ハ母デ
アル
　　　　　　高野　優　著
　育児界屈指の人気漫画
家・高野優による、大阪版
朝日新聞の大人気連載「吾
輩ハ母デアル」を収録。単
行本限定の書き下ろしも豊
富。すべてのママに贈る、
笑いと感動で心が温かくな
る育児エッセイ・コミック。

猫のたま駅長
ローカル線を救った町の物語
　　　　　　西松　宏／作
　テレビ、新聞などマスコ
ミに登場して大反響！ “今、
日本で一番有名な猫” が初
めて童話に。どうして三毛
猫のたまが駅長になったの
か。あまり知られていない
子猫時代から現在までを描
く、猫好きはもちろん、鉄
道ファンも必見のサクセス
ストーリー。

ＨＯＰ　ＳＴＥＰ　    
   稲葉　ＪＵＭＰ！
いつも心に太陽を

　　　　　稲葉　篤紀　著
　新庄さんのひと言が、僕
の野球観をひっくり返して
くれた。ヤクルトからＦＡ
移籍して４年、日本ハムの
顔となり、ＷＢＣでは４番
の重責を果たす稲葉篤紀が、
自らの言葉でＷＢＣ、野球
観、これまでの人生などを
綴る。

１００円グッズですぐ
片づく！スッキリ収納
片づけベタでもすぐにマネ
できる！

　お金をかけなくても、溢
れるモノは片づけられる。
100 円 グ ッ ズ を 使 っ た 収
納・インテリア。物が多い、
捨てられない、家が狭い…
そんな悩みを解決する目か
らウロコのインテリア収納
テクニックが満載。

運命の人 一
　　　　　山崎　豊子　著
　国家を揺るがす大スクー
プか、取材源の秘匿か。極
秘文書を入手した男の懊悩、
予期せぬ運命の変転…
　戦後政治の闇に挑んだ新
聞記者の愛と挫折、再生の
ドラマを徹底取材で描く。
　戦後史を問い続ける著者
の待望の巨編。

心をゆさぶる平和へ
のメッセージ
なぜ、村上春樹はエルサレ
ム賞を受賞したのか？

　世界が非難したガザ攻撃。
パレスチナ自治区ガザ地区
とイスラエルの関係をわか
りやすく説明。村上春樹氏
のエルサレム賞受賞のス
ピーチをはじめ、平和を願
う人の心が込められた真実
の言葉を掲載。

みなくる図書室

●開館時間

　10：00～18：30

●休 館 日

　７月の休館日は、７月２８日（火）です。

●貸し出し

　【本・雑誌・紙芝居】

　２週間（１人５冊まで）

　【ＣＤ・ＶＴＲ】

　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

～お知らせ～
○７月の休館日は、７月２８日（火曜日）です。
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　このコーナーでは、「あの日、あの時」と題し、これまでに発行された「広報つるい」を取り上げ、村の歩み
を振り返ってみたいと思います。
　第３回目は、今や村を代表する地場産品として名を轟かせている「チーズ」に焦点を当て、鶴居で初めて商
品としての「チーズ」が製造された昭和２０年代の「広報つるい第８号　昭和２６年３月号」（今から５８年前）
を見てみましょう。そこには、確かに「チーズ」の文字が見えます。また今回は、昭和１０年代から３０年代
に中幌呂にあった北海道酪農協同株式会社（後の雪印乳業）幌呂工場において、青春の日々をチーズづくりに
奮闘されていた松井三二さん（横浜市在住）から寄せられた貴重な資料もご紹介します。

●完成されたー鶴居村の姿を夢みて
　1947年（昭和22年）に初の民選村長と
なった山崎伊作氏が、鶴居村の近未来に
ついて想像し、寄稿しています。
　編集コメントには、「ここに書かれた
鶴居村のすばらしい姿を唯単に理想郷と
しないで、現実の郷とするよう村民一同
力を協せて努力しよう」とあり、戦後復
興に向けた意気込みが感じられます。
　山崎村長は、交通、農村工業、農民の
経済、教育について、鶴居村の近未来を
想像しています。
　特に「農村工業」の部分では、「製酪
工場も雪裡、幌呂両工場共１日70石の
消化は出来る様に拡張して、両工場共チー
ズ製造工場として特に道内でも知られて
いる。工員は現在の３倍に増員している」
と想像し、期待を述べています。
　今回、「チーズ」に関する貴重な資料
をお寄せいただいた松井三二さんも、ちょ
うどこの時期、北海道酪農協同株式会社
幌呂工場でチーズ職人として、日々チー
ズづくりに奮闘されていました。
　松井さんは、1945年（昭和20年）に幌
呂の高等小学校を卒業し、幌呂工場でバ
ターとカゼインの製造を担当されていま
したが、1947年（昭和22年）９月、早来
町遠浅工場でチーズ作りの技術を得た松
明賢蔵さんが幌呂工場に赴任し、昭和
22年12月、松明さん、松井さん、深瀬
英一さんらでエダム・チーズの製造を始
めました。
　終戦間もない幌呂地区は、電力事情が
悪く、送電がストップする事態が多発し、
その度に変わったチーズができるという
辛酸を嘗めたとのことです。
　1948年（昭和23年）の北海道酪農協同
株式会社の資料「第３回製乳技術研究会
記」にはこう記されています。（幌呂工
場はチーズの部で遠浅、月形を押さえ１
位を受賞）
　「ナチュラル・チーズとしてこのまま
市場に出荷し得る程度のものとしては、
幌呂工場の製造に成るエダム・チーズ以
外に認めることの出来なかったのは…」
　このことからも、幌呂工場の製造技術
がいかに高いものであったのかが理解で
きます。
　今から60年以上前の終戦間もない混
乱の時期、製造設備の状況も決して恵ま
れていなかった鶴居村で、その青春の日々
をチーズ作りにかけ、高い製造技術を有
した若者たちがいたことを、私たちの記
憶に留めておいてはいかがでしょうか。
　貴重な資料をご提供いただいた松井三
二様には深くお礼申し上げます。

　昭和23年冬の幌呂工場
　若者たちの夢の舞台でした
（幌呂工場は昭和38年に閉鎖さ
れました）

昭和25年、チーズ製造室にて
　　　（左）深瀬英一さん　　
　　　（中）松井三二さん　　
　　　（右）片渕常行さん　　
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　このコーナーでは、鶴居村の小学校３
校、中学校２校が発行している「学校だよ
り」から、各学校の情報をお伝えします。
　第３回目は「鶴居小学校」です。
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夏だ！  太陽  ＳＵＮ  ＳＵＮ  ３億円！
今年のサマージャンボ宝くじは、億万長者が78人！

発売期間は平成21年７月13日から７月31日までです。
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７月の

●「初夏の湿原　花ハイク」
【日　時】７月５日(日)
      　午前10時～正午まで

【場　所】温根内ビジターセンター
【参加料】無料

●「ホタル ウィーク」
【日　時】７月22日(水)～７月26日（日）
　　　　午後６時30分～午後８時まで

【場　所】温根内ビジターセンター
【参加料】無料
　いずれもお申込先は温根内ビジター
　センター（☎65-2323）

　鶴居村剣道スポーツ少年団では、新しい団員を募集してい
ます。剣道を通じた仲間づくりなど、　楽しい活動に参加し
てみませんか。
　対象は小学校１年生以上のお子さんで、性別は問いません。
毎週火曜日と木曜日の午後６時30分から、ファミリースポー
ツセンターで活動をしていますので、関心のある方はぜひ見
学に来てください。お待ちしています。
　【お問合せ先】
　　鶴居市街の早川さん	（☎64-2133）
　　鶴居市街の高橋さん	（☎64-2551)
　　下幌呂の櫻井さん	 （☎65-2860)

　地域の活性化を目的に「山形の酒」
VS「静岡の酒」と題し、次の日程により
日本酒を楽しむ会in鶴居村が開催さ
れます。
　鶴居村では初めての開催となります
が、「十四代本丸特別本醸造生詰」も登
場するなど、楽しい会になるでしょう。
日　時：平成21年７月11日（土曜日）
　　　　午後６時30分から
会　場：グリーンパークつるい
申込み：７月７日（火曜日）までに下雪
裡の笹森さんまで （☎090-2695-4832)

　毎年７月１日から８月31日まで、高
温多湿などにより、釧路保健所から食
中毒警報が発令されることがあります。
　食中毒を予防するために、次の３原
則に留意しましょう。
１．食中毒の原因菌をつけない （清潔）
２．食中毒の原因菌を増やさない
　　　　　　　　　（迅速または冷却）
３．食中毒の原因菌をやっつける（加熱）

【お問合せ先】釧路保健所（☎22-1233）
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鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
チーフレンジャー 有 田 茂 生

☎ 64-2620 ／ FAX 64-2239

http://www.wbsj.org/sanctuary/tsurui/
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　タンチョウってどんな鳥　②　～タンチョウの暮らしについて～

　日本のタンチョウは１年を通じて、そのほとんどを北海道東部で暮らしていま

す。しかし、季節によって移動をしたり、違った行動を見せたりします。今回は、

タンチョウたちの春から初夏にかけての暮らしを紹介します。

■越冬地から繁殖地へ

　３月に入ると給餌場など越冬地で過ごしていたタンチョウたちの繁殖地への移

動が始まります。繁殖地は主に北海道東部にある湿原です。

　繁殖地では、オスとメスのつがいがなわばりをつくります。なわばりとは、子

育てをするのに必要な生息場所の範囲で、広さはその環境の餌の量によっても違っ

てきますが、少なくとも100ha（１㎢：サッカーのグランド140個分）ぐらいは

必要だと考えられています。なわばりが決まるころ、オスとメスは交尾行動をく

りかえします。時折若いつがいがなわばりを探していると、すでになわばりをか

まえたつがいから追い払われる姿も観察できます。

　巣の場所が決まると、巣づくりを

はじめます。一般的には、枯れたヨ

シの茎を積み重ねて、直径１ｍ近く

の大きな円形の巣をつくります。湿

原の水辺に巣をつくるので、平らで

はなく円錐状に盛り上がった形をし

ています。これまでの巣の調査から

平均すると下面の直径は160㎝、高

さは26㎝の大きさになります。

　巣ができると、卵を産みます。通

常２個産卵します。卵の平均的な大

きさは縦10.5㎝、横6.5㎝。重さは

200～280ｇほどで、だいたいニワト

リの３倍くらいです。

　2007年の研究者による調査では、

350ヶ所を超える巣が確認されています。サンクチュアリができる直前の1986年

当時は、約60ヶ所確認されていました。20年の間に約６倍に増えたことになります。

　一方、繁殖する年齢になっていない生後１～３年の若いタンチョウの一部は、

群れをつくって行動します。鶴居村にも数十羽の若いタンチョウの群れが残り、

農家敷地やデントコーン畑に入り食害の問題が発生しています。

■ヒナの誕生から成長

　抱卵をはじめてから約32日後に、ヒナがふ化します。時期的には５月初旬～

６月にかけてです。ヒナは全体的に薄茶色をしています。ヒナはふ化後３～５日

で巣を離れて、親といっしょに歩きまわるようになります。

　親はなわばりの中で餌をとり、ヒナに与えます。ヒナの成長とともに行動範囲

は広がって好奇心旺盛に歩き回りま

す。

　ヒナの脚の成長は体にくらべてき

わめて速く、生後２ヶ月ほどで親と

ほぼ同じ長さ（約60㎝）にまで成長

します。

　ここまで大きくなるものは少なく、

ふ化しなかったり、ふ化直後にキツ

ネなどに襲われたり、天候が悪く衰

弱してしまうことがあり、無事２羽

のヒナが育っている家族を見ること

は少ないです。

実物大のタンチョウの巣とぬいぐるみ

タンチョウの親子



■人口
総数 2,565 人

（前月比 － 7 人）
昨年同期は 2,580 人で、対前年
比較は－ 15 人です。

男 1,278 人（前月比－ 4 人）
女 1,287 人（前月比－ 3 人）

■世帯数
 1,028 戸（前月比－ 1 戸）

５月末
住民登録人口

※「赤丸」は、平成20年10月7日に新たに加盟した町村です。

❶ 北海道　美瑛町［事務局］

❷ 北海道　赤井川村

❸ 山形県　大蔵村

❹ 岐阜県　白川村

❺ 長野県　大鹿村

❻ 徳島県　上勝町

❼ 熊本県　南小国町

❽ 宮崎県　高原町

❾ 長野県　木曽町開田高原

❿ 北海道　標津町

⓫ 岐阜県　下呂市馬瀬

⓬ 北海道　鶴居村

⓭ 北海道　京極町

⓮ 山形県　飯豊町

⓯ 長野県　中川村

⓰ 長野県　南木曽町

⓱ 京都府　伊根町

⓲ 高知県　馬路村

「日本で最も美しい村」連合
加盟町村をご紹介します！

　５月下旬から６月中旬までは例年にない天候不

順が続き、特に毎週土曜日、日曜日はいつも曇り

空で、雨が降る日も多く、楽しみにしていた運動

会はグランドが使えずに延期や体育館の中で行わ

れました。

　７月以降、好天や夏本来の暑さが戻ることを祈

るばかりですが、鶴居の夏はこれからが本番！「納

涼まつり」や「花火大会」、または鶴居運動広場

でのイベントなど盛りだくさんですので、ぜひ参

加してみてはいかがでしょうか。

　きっと鶴居村の魅力が伝わってきますよ。

（Ｋ）
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居

村

⑨長野県 木曽町開田高原

　木曽町は、長野県内の町で最も広い面積を有し、

霊峰御嶽山、木曽駒ヶ岳、開田高原、源平合戦で

有名な木曽義仲ゆかりの地など、観光資源に恵ま

れたまちです。

　特に開田高原（かいだこうげん）は、希少な在来

種「木曽馬」がのびのびと暮らし、雄大な自然と

融合した美しい農村景観が広がっています。

お問合せ先　木曽町役場(TEL 0264-22-3000)

〒397-8588　長野県木曽郡木曽町福島2326番地6 

http://www.town-kiso.com/


